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　3月27日㈮から29日㈰まで、
鈴鹿サーキットでF1 日本グラン
プリが開催されることから、公共
交通機関の混雑が予想されま
す。定期券の新規・継続購入は
早めにお願いします。
内容・問合せ
〇近鉄白子駅：定期券は利用開
始日の2週間前から購入可
（近鉄電車テレフォンセンター
　050-3536-3957）
〇三重交通：F1開催期間中、
販売窓口となっている鈴鹿
市観光協会での定期券類販
売時間は12時から18時まで
　（三重交通中勢営業所　059-
　233-3501）

　重度障がい者の方がタクシ
ーを利用する場合、その料金の
一部を助成する福祉タクシー事
業を行っています。現在交付し
ている乗車券の有効期限は3月
31日㈫までで、4月1日㈬以降
に利用する場合は、新たに交付
申請が必要です。
対　象　障がい者本人または
家族が、障がいを事由とした
軽自動車税または自動車税
の減免を受けていない方で、
身体障害者手帳の下肢また
は体幹機能障がいの1・2級、
視覚障がいの1・2 級、内部
障がいの1 級、療育手帳の
A1（最重度）・A2（重度）、精
神障害者保健福祉手帳の1
級に該当する方

※内部障がいとは、心臓・じん臓・

　肝臓・呼吸器・小腸・ぼうこうま
たは直腸・免疫の各機能障がい
の総称です。
助成額　申請月に応じて、1カ月
当たり500円券2枚を、令和9
年3月分までまとめて交付

※1回の乗車につき複数枚利用で
きますが、釣り銭は出ません。
※5月以降の申請は、合計交付枚
数が経過月に応じて減ります。
申込み　3月23日㈪から、身体
障害者手帳などの該当する手
帳（原本）を持って障がい福祉
課へ
※代理人による申請の場合は、代
理人の本人確認ができるもの（マ
イナンバーカード、運転免許証な
ど）が必要です。
※使用できるのは4月1日㈬以降
です。
※地区市民センターでも申し込み
はできますが、受け取りまでに1・
2週間かかります。

　マイナンバーカードを所有し
ている方は、マイナポータルから
転出届の手続きができます。詳
しくは、デジタル庁ウェブサイトを
ご覧ください。
※マイナポータルを通じて転出届
をした後は、転入先市区町村の
窓口で転入届が必要です。
※マイナンバーカードを利用した転
入届は、市区町村によって支所や
休日窓口では対応できない場合
があるため、事前に転入先の市
区町村にご確認ください。

　軽自動車税（種別割）は、毎
年4月1日時点でオートバイや軽
自動車などを所有している方に
課税されます。車両を処分した
ときは廃車の手続き、譲渡した
ときは名義変更の手続きを行っ
てください（ただし、原動機付自
転車は、故障などにより現在使
用していない場合でも、所有して
いる限りは廃車手続きを行うこ
とができません）。手続きをしな
いといつまでも課税されますの
で、忘れずにお手続きください。
　また、軽自動車税（種別割）に
は月割制度がないため、4月2日
以降に手続きをした場合は、全
額課税となりますのでご注意く
ださい。
　車両によって手続き先が異な
りますので、詳しくは次の担当機
関へお問い合わせください。
※3月の窓口は大変混み合います。
①125cc以下の原動機付自転
車・小型特殊自動車（農耕車
を含む）：市民税課
②125ccを超え250cc以下の
軽二輪車、250ccを超える小
型二輪車：中部運輸局三重
運輸支局（津市雲出長常町
1190-9　050-5540-2055）
③軽四輪車：軽自動車検査協会
三重事務所（津市雲出長常町
1190-1　050-3816-1779）

※鈴鹿市自家用自動車協会（矢橋
1-21-23　382-1075）が 有 料
で②・③の手続きの代行をしてい
ます。
※令和8年度の納税通知書は、5月
1日㈮発送予定です。

オートバイや軽自動車
などの廃車・名義変更を

お忘れなく
市民税課　382-9006　382-7604

令和8年度福祉タクシー
乗車券の交付申請

障がい福祉課　382-7626　382-7607

転出届はマイナポータル
で手続きできます

戸籍住民課　382-9132　382-7608

デジタル庁
ウェブサイト

「引越し手続オン
ラインサービス」

お知らせ
F1 日本グランプリ開催に
伴い公共交通定期券購入

はお早めに
商業観光政策課　382-9020　382-0304
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　市が発注する土木・建築・舗
装工事の入札に係る格付を希
望する業者は、「格付・入札参
加資格確認用技術者調書」に
必要書類を添えて技術監理契
約課へ提出してください。提出
がない場合は、格付できません
のでご注意ください。
※詳しくは、市ウェブサイトをご覧く
ださい。
受付期間　4月3日㈮～14日㈫

　3月31日㈫から新たに公共下
水道を使用できる区域が決まり
ました。詳しくは、3月16日㈪から
市ウェブサイトに掲載する公共
下水道供用開始区域図をご覧
ください。
対象地区　庄野、牧田、稲生、
河曲、一ノ宮、箕田、玉垣、若
松、栄の各一部

　令和8年度単位負担金額は
1㎡あたり450円です。
　令和8年度に公共下水道が
利用できる予定の区域内の土

地全てに対し、一度限り賦課さ
れます。対象の方へ、4月に受益
者負担金土地明細書を、7月に
納入通知書などを送付します。
　また、受益者（納付義務者）負
担金の納付途中で、土地の所有
者または権利者が変わり、受益
者を変更する場合は、営業課へ
「受益者変更届出書」の届出が
必要です。届出がない場合は、こ
れまでの受益者が納付すること
になりますので、ご注意ください。
※新たな受益者による負担金の納
付は、変更届出書の提出日以降
の納期分からです。

◆令和8年度補助金交付事業
の募集

　市民の皆さんの自主的な公
益活動を応援するため、市民活
動団体や地域づくり協議会が実
施する事業に係る経費の一部
を補助する制度の交付事業を
募集します。詳しくは、募集要項
をご確認ください。
募集要項設置場所　地域協働
課、男女共同参画センター

※市ウェブサイトからも入手できま
す。
申込み　3月31日㈫（協働事
業部門さかせようコースは4
月30日㈭）まで（必着）に、申
請書類を直接または郵送で
地域協働課（〒513-8701
　住所不要 平日8時30分～17
時15分）へ

※申請書類は募集要項に添付され
ています。

◆令和7年度実績報告会
　令和7年度鈴鹿市まちづくり
応援補助金の実績報告会を開
催します。どなたでも参加できま
すので、ぜひお越しください。
と　き　3月28日㈯13時30分
から

ところ　市役所本館12階
1203大会議室
報告団体
〇そだてようコース：7団体
〇さかせようコース：2団体

　進学や就職、転勤など、生活
環境が大きく変化する時期で
す。悩みや不安が積み重なる
と、心も体も疲れやすい状態に
なります。心の不調を感じたとき
は、一人で抱えず、身近な人や
専門機関にご相談ください。

※三重県こころの健康センターで
は、自殺予防・自死遺族電話相談
（月曜日から金曜日までの13時か
ら16時まで）を実施しています。
◆大切な人の「いのち」を守るた
めの行動～4つのポイント～
〇気づき：家族や仲間の変化に
気づいて声をかける
〇傾聴：本人の気持ちを尊重
し、耳を傾ける
〇つなぐ：早めに専門家に相談
するよう促す
〇見守り：温かく寄り添いなが
ら、じっくりと見守る

令和8年度格付・入札参加
資格確認用技術者調書受付
技術監理契約課　382-9039　382-9050

公共下水道供用区域が
広がります

営業課　368-1673　368-1685

市ウェブサイト
（ページ番号
 1014708）

市ウェブサイト
（ページ番号
 1002370）

下水道事業受益者負担金の
単位負担金額のお知らせと
下水道事業受益者変更届の提出
営業課　368-1673　368-1685

鈴鹿市まちづくり
応援補助金交付事業の
募集と実績報告会

地域協働課　382-8695　382-2214

地域医療推進課　327-5030　384-5670

3月は「自殺対策強化月間」

三重県こころの健康センター
相談専用電話番号
　059-253-7823
0120-01-7823
（三重県内のみ）

お知らせ

市ウェブサイト
（ページ番号
 1016224）
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　補助金制度の対象となる退
職金共済制度のうち、中小企
業退職金共済制度の掛金補
助は３月末で廃止となり、３月ま
での新規加入登録者が補助金
交付の対象となります。
※交付対象の事業所に申請書など
を送付しますので、届きましたら申
請書を提出してください。
※中小企業退職金共済制度には、
国が実施する掛金助成制度があ
ります。詳しくは、中小企業退職金
共済事業部（　03-6907-1234）
へお問い合わせください。
※特定退職金共済制度への掛金補
助は継続します。詳しくは鈴鹿商
工会議所（　382-3222）へお問
い合わせください。

　国民健康保険加入中の方が
会社などで他の健康保険に加
入した場合、国民健康保険の
脱退（資格喪失）手続きが必要
です。これまでの保険年金課、
地区市民センターや、郵送での
手続きに加えて、3月1日㈰から
は、スマートフォンやパソコンか
らも手続きができますので、ご
利用ください。

　月々の国民年金保険料に加
算して付加保険料を納めると、
老齢基礎年金に付加年金を上
乗せして受け取ることができま
す。付加年金の加入には届け
出が必要で、届け出を行った月
から加入できます。
対　象　第1号被保険者（任
意加入者を含む）

※国民年金保険料の免除を受けて
いる方（産前産後期間の免除を
除く）、国民年金基金に加入して
いる方、老齢基礎年金を受給し
ている方は加入できません。
付加保険料　月額400円
上乗せされる年金額　付加保
険料納付月数×200円
申込み　次の書類を持って、
保険年金課または地区市民
センターへ
〇本人確認できるもの（マイナ
ンバーカード、運転免許証 
など）
〇基礎年金番号の分かるもの 
（年金手帳、基礎年金番号
通知書、納付書 など）
問合せ　保険年金課、津年金
事務所（　059-228-9112）

対　象　中学校卒業以降の方
活動期間　令和9年3月末ま
で（1年ごとに更新）
内　容　樹木管理などの環境美
化、読み聞かせ、書架整理 など

申込み　新規・更新手続きと
もに、3月15日㈰までの図書
館開館日に、本人確認書類
（運転免許証など）を持って、
図書館本館へ

※18歳未満の方は、ボランティア登録
にあたり保護者の同意が必要です。

※報酬や旅費の支給はありません。
※鈴鹿市まちづくり活動補償制度
に加入します。詳しくは、お問い
合わせください。

　学習支援ボランティアが丁寧
に指導し、児童が学習方法や学
習習慣を身に付けて、勉強に対
する苦手意識を克服します。
対　象　市内在住のひとり親
家庭の小学3年生から中学
3年生までの方
期　間　4月～令和9年3月
（各教室25回程度）
ところ
〇白子教室：子育て応援館（白
子駅前6-33）
〇平田教室：牧田コミュニティ
センター（平田東町5-10）
定　員　各教室30人
受講料　無料
申込み　3月19日㈭まで（消印
有効）に、ひとり親家庭等学
習支援登録書に必要事項を
記入の上、郵送で鈴鹿市母
子寡婦福祉会（北野 〒513‒
　0052 下箕田三丁目9-18
　　090-4855-2261）へ
※ひとり親家庭等学習支援登録書
は、こども政策課窓口または市ウ
ェブサイトで入手できます。
※受講者決定後、3月28日㈯15時
から子育て応援館で説明会を開
催します。

中小企業退職金共済制度奨励
補助金を見直します
産業政策課　382-8698 　382-0304

ひとり親家庭等学習支援
ボランティア事業

「まなびーの」参加者募集
こども政策課　382-7661 　382-9054

市ウェブサイト
（ページ番号
 1003280）

市ウェブサイト
（ページ番号
 1002131）

国民健康保険の脱退
手続きがオンラインで
保険年金課　382-7605 　382-9455

付加年金のご案内
保険年金課 　382-9401 　382-9455

図書館ボランティア
新規募集・更新

図書館 　382-0347 　382-4000

市ウェブサイト
（ページ番号
 1016279）

きた  の



14 2026.3.5

　利用を検討している保護者の
方は、サマー学童二次募集のお
知らせをご確認ください。
〇サマー学童：ひかりっ子（平田
東町10-13　375-2468)

※サマー学童は、夏の長期休暇中、
保護者が仕事などで昼間家庭に
いない小学校に就学している児
童をお預かりする場です。
※通年（年間を通して児童を預か
る）の放課後児童クラブの利用を
希望する方は、サマー学童の申
込みはできません。

　給与や勤務時間など詳しく
は、市ウェブサイトをご確認いた
だき、直接、放課後児童クラブ
にお問い合わせください。

　国が実施するさまざまな統計
調査に従事する統計調査員を
随時募集しています。
　調査対象となる世帯や企業・
事業所を訪問し、調査書類の配
付や記入依頼、調査票の回収
などを行う仕事で、活動時間を
自分で調整できるため、年齢や
性別を問わず幅広い方々が活

躍しています。詳しくは、市ウェブ
サイトをご覧ください。

　市税の口座振替を開始する
ためには、手続きに約1カ月かか
りますので、希望する方は、早め
に手続きをお願いします。
ところ　納税課、市内の取扱金
融機関、地区市民センター
持ち物　通帳、通帳の届出印、
納税通知書（納付書）

ところ　納税課

内　容　市税・国民健康保険
料の納付、納付相談、口座
振替の手続き など
◆休日窓口（市税）
と　き　3月29日㈰8時30分～
17時15分
◆夜間窓口（市税・保険料）
と　き　3月30日㈪17時15分～
19時

※北通用口は利用できません。南
玄関からお越しください。
※夜間窓口で19時から20時まで
の時間帯に納付相談を希望する
方は、事前にご連絡ください。

令和8年度サマー学童の
二次募集

こども政策課　382-7661 　382-9054

放課後児童クラブの
職員を募集します

こども政策課　382-7661 　382-9054

サマー学童
二次募集の
お知らせ

市ウェブサイト
（ページ番号
 1004691）

市ウェブサイト
（ページ番号
 1002948）

市税の口座振替手続きは
お早めに

納税課　382-7831 　382-7660

統計調査員を募集します
総合政策課　382-7676 　382-9040

　三重県鈴鹿建設事務所が整備を進めている主要地方道鈴鹿環
状線（磯山バイパスⅡ期工区）が開通します。
と　き　3月19日㈭夜間
※夜間工事（信号機灯器付替え作業）完了後に供用を開始します。
ところ　徳田町（徳田町北交差点）から五祝町まで[延長1.7km]

〇国民健康保険料……9期
【納期限は3月31日㈫です】

の3 ・ 付納税納月

納税課 　382-9008 　382-7660
保険年金課 　382-9290 　382-9455

納税・国民健康保険料の
夜間・休日窓口

磯山バイパスが開通します
土木総務課　382-9072 　382-7612

お知らせ

問合せ　三重県鈴鹿建設事務所鈴鹿亀山道路課（　382-6023）

市ウェブサイト

広報すずかの発行を4月から
月1回に変更します。
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※一般の部とジュニアの部の「優秀賞」・「奨励賞」受賞者はイスのサンケイホール
　鈴鹿ウェブサイト内の文芸賞特設サイトをご覧ください。

◆第34回鈴鹿市文芸賞作品集
　受賞作品の一部と選評を、文芸誌「市民文化」に掲載します。3月7日㈯から1部200円で販売しますの
で、ご希望の方は直接イスのサンケイホール鈴鹿事務所へお越しください。

◆一般の部

◆ジュニアの部

　(敬称略、同賞内順不同）

　(敬称略、同賞内順不同）

第34回鈴鹿市文芸賞受賞作品が決まりました 
イスのサンケイホール鈴鹿　382-0654 　382-3109

賞 ジャンル 名前 作品名
小説・評論等
エッセイ

アフォリズム

詩
短歌
俳句
川柳

にこにこ鉄道物語
70歳の挑戦　K2峰展望
受験偏差値を気にするのは青春
受診検査値に気をもむのは白秋
桔梗のはなし
弟を喪いて
いぬふぐり
気付いてもらえない蛍

伊藤　久昭
藤田　和清

多田　イズム

斎藤　静香
古市　史
東谷　きみ子
戴　けいこ

最
優
秀
賞

賞 ジャンル 名前 作品名
作文・童話等
詩
短歌
俳句・川柳

二人でのりこえる
人生バイキング
ちいさなひれ 光りうごいて ネコギギが 安楽川ごと ざわっとゆれた
暑い夏 野菜もぼくも しなしなだ

水野　海夏
藤田　真帆
田中　星凪
シャルマ  晟

最
優
秀
賞

※納付書での納付窓口は金融機関、コ
ンビニエンスストアおよび市役所
（納税課、各地区市民センター）で
す。詳しくは納付書の裏面をご覧く
ださい。
※口座振替をご利用の方は、納期限の
前日までにご指定口座の残高をご
確認ください。市県民税・森林環境
税（普通徴収）および固定資産税・
都市計画税の口座振替をご利用の
方で、全期納付を申し込む方は、第１
期の納期限日に１年分を一括して振
り替えます。
※１２月は２５日が納期限ですのでご注
意ください。

令和8年度市税納期一覧
納税課　382-9008 　382-7660

　納税通知書は、各税の第１期納付月に発送します。

４月
５月
６月
７月
８月
９月
１0月
１1月
１2月
１月
２月
３月

１期６月３０日(火)

２期8月31日(月)

３期11月2日(月)

４期２月1日(月)

１期４月３０日(木)

２期７月31日(金)

３期１２月25日(金)

４期３月1日(月)

全期６月1日(月)

税目

納付月

固定資産税
都市計画税

軽自動車税
（種別割）

市県民税・
森林環境税
（普通徴収）

文芸賞特設サイト
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※「広報すずか」の発行経費の一部に充てるため、有料広告を掲載しています。内容に関する責任は広告主に帰属します。

と　き　3月14日㈯～6月14日㈰
※休館日は毎週月曜日、第3火曜
日、祝・休日の翌日(月曜日と第3
火曜日が祝・休日の場合は開館）
です。
ところ　考古博物館 特別展示室
観覧料　一般・学生200円、小・
中学生100円（常設展共通）

※20人以上の団体は50円引きです。
※障がい者の手帳などをお持ちの
方とその付き添いの方1人、未就
学児、70歳以上の方は無料（窓
口で証明できるものの提示が必
要）です。
※4月18日㈯・19日㈰、5月17 日
㈰は三重県民の日と国際博物館
の日を記念し、観覧無料です。
◆第1回スライド説明会
　「富士山1号墳（5次）」
と　き　5月17日㈰13時30
分から
ところ　考古博物館 講堂
講　師　発掘調査担当者（文
化財課職員）
◆第2回スライド説明会
　「磐城山遺跡（18・19次）」
と　き　6月14日㈰13時30
分から
ところ　考古博物館 講堂
講　師　発掘調査担当者（文
化財課職員）

※参加者は当日に限り観覧料免除です。

対　象　各3日間の研修に同じ
方が参加できる市内中小製
造企業の新入社員・入社2・3
年目の従業員の方

と　き
〇1回目：4月6日㈪～8日㈬9時
～16時30分
〇2回目：4月15日㈬～17日㈮9
時～16時30分

※参加人員の状況により、調整する
場合があります。
ところ　市役所別館第3　2階
　ものづくり産業支援センター
会議室
内　容　現場で役立つものづ
くりの心得と基礎知識につい
ての講義、グループ活動 など
定　員　各18人
参加料　無料
申込み　3月13日㈮までに、直
接、電話、ファクスまたは電子
メールで産業政策課ものづく
り産業支援センターへ

対　象　求職中の方
※受講希望者は施設見学会（原則
木曜日実施）への参加が必要で
す。日程が合わない場合はご相

　談ください。
期　間　5月8日㈮～10月26日㈪
募集科　電気生産システム科
定　員　18人(選考あり)
受講料　無料
申込み　3月27日㈮までに、ポ
リテクセンター三重(四日市市
西日野4691　059-320-
　2645 　https://www3.
　jeed.go.jp/mie/poly/）へ
※訓練期間中、無料で託児サービ
スを利用できます（要申込）。

対　象　小学2年生から中学生
までの市内在住・在学中の方
と　き　4月から原則毎週土曜
日の午後
ところ　三鈴カントリー倶楽部、
中日カントリークラブ、鈴峰ゴル
フ倶楽部

※月単位でコースを変更します。
内　容　打球練習、ラウンド練
習 など
※初心者には基礎から指導します。
定　員　6人(先着順)
参加料　入会金1,000円、月会
費1,000円

申込み　電話で鈴鹿市ゴルフ
協会(中日カントリークラブ内
　前田　371-1188
　　371-2354）へ

催し物

ポリテクセンター三重
5月開講コース

職業訓練受講生募集
産業政策課　382-8698 　382-0304

速報展
「発掘された鈴鹿2025」
考古博物館　374-1994 　374-0986

ものづくり産業支援センター
「ベーシック研修」

産業政策課　382-7011 　384-0868
　sangyoseisaku@city.suzuka.lg.jp

鈴鹿市
ジュニアゴルフクラブ
令和8年度春期生徒募集
スポーツ課　382-9029 　382-9071

ふ    じ   やま

ばんじょうざん

まえ  だ
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※有料広告掲載に関するお問い合わせは、情報政策課（　382-9036）へ

申込み　3月6日㈮から、直接水泳場窓口または短期教室申込みフォームで
問合せ　SSGスポーツクラブ(　392-7071 平日9時～20時)
◆短期教室　ところ　水泳場 会議室

◆春の短期教室

※1 お持ちであればパウスカート
※2 化粧を落として入水して下さい。

短期教室
申込みフォーム

教室名

きほんのヨガ 18歳以上
の女性 ヨガマット

室内シューズ

15人

15組

15人

15人

20人

対象 日程 時間 定員 持ち物参加料(税込)

1,100円

はじめての
腸活ヨガ

18歳以上
の女性

ヨガマット

なし

ヨガマット

はじめての
ピラティス
ウォーキング
エアロ

18歳以上
の方

18歳以上
の方

1,100円

1,100円

1,100円

運動と英語の
ジーウィー

未就園児
（0～3歳）と
保護者

1,450円

教室名

やさしい
フラダンス

水中リズム
ウォーク

18歳以上
の方

水着、
キャップ
※2

10人

対象

18歳以上
の女性

ところ

水泳場
スタジオ

水泳場
25mプール

定員

10人

持ち物

※1

参加料(税込)

7,700円
(全７回)

１万円
(全１０回)

いやしの
ヨガ

18歳以上
の女性 ヨガマット20人

水泳場
会議室

7,700円
(全７回)

リズム＆
ピラティス 18歳以上

の方

18歳以上
の女性

ヨガマット、
室内シューズ15人 7,700円

(全７回)

ズンバ 室内シューズ10人
水泳場
スタジオ

7,700円
(全７回)

アシュタンガ
ヨガ

ヨガマット
20人 7,700円

(全７回)
アンチエイジング

ヨガ

4月14日・21日、5月12日・
19日・26日、6月9日・16日・
23日・30日、7月7日（各火曜日）

日程
4月20日・27日、
5月18日・25日、

6月8日・22日・29日（各月曜日）

4月8日・22日、5月13日・27日、
6月10日・24日、7月8日 （各水曜日）
4月9日・23日、5月7日・21日、
6月4日・18日、7月2日（各木曜日）
4月9日・23日、5月14日・28日、
6月11日・25日、7月9日（各木曜日）
4月10日・24日、5月8日・22日、
6月5日・19日、7月3日（各金曜日）

4月10日、5月1日・8日・22日、
6月5日・19日、7月3日（各金曜日）

13時～14時

19時30分～
20時30分

時間

11時～12時

13時～14時

14時15分～
15時15分

10時～11時

11時～12時 10人水泳場
会議室

7,700円
(全７回)

三重交通Gスポーツの杜鈴鹿　372-2250 　372-2260

スポーツの杜鈴鹿「短期教室」・「春の短期教室」参加者募集

4月1日㈬

4月14日㈫

4月21日㈫

4月24日㈮

4月27日㈪

11時～12時

10時～11時

11時～12時

11時～12時

11時～12時
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　橋2-131 三重県社会福祉
会館4階)
内　容
〇パソコンの基本操作・文字
入力、ファイル・フォルダ管理
〇インターネット検索、Word・
Excelの基礎
参加料　無料(テキスト代：
1,100円)
申込み　三重県母子・父子福
祉センターウェブサイトで

対　象　市内在住・在勤・在
学で、成年後見制度に興味
のある方、または活用を検討
している方
と　き　どちらかを選択
〇3月19日㈭19時～20時30分
〇3月20日(金・祝)10時～11時
30分

※どちらも内容は同じです。
ところ・定員
〇鈴鹿市社会福祉センター
　2階 大会議室(神戸地子町
383-1)：各30人
〇Zoom：各30人程度
内　容　制度の概要から、制
度活用に係る具体的な流
れ、成年後見人などの活動
内容 など
講　師　鈴鹿市後見サポート
センター職員
受講料　無料
申込み　3月13日㈮までに、電
話で(福)鈴鹿市社会福祉協
議会(　373-5737)または
申込みフォームで

◆伊勢型紙教室作品展
と　き　3月28日㈯9時～16時、
29日㈰9時～15時
ところ　伝統産業会館 研修室
（寺家3-10-1）
内　容　型紙教室生徒の作品
発表・展示
入場料　無料
問合せ　伝統産業会館
　（　386-7511）
◆伊勢型紙教室生徒募集
対　象　小学4年生以上
と　き　4月12日㈰から毎月
第2・第4日曜日13時～16時

※日時を変更する場合があります。
ところ　伝統産業会館 研修室
内　容　型紙の彫刻・図案作
成・型染め など
講　師　伊勢型紙の伝統工芸士
定　員　30人（先着順）
参加料　年間1万3,200円
（初回一括納付・別途材料費）
申込み　3月15日㈰10時か
ら、直接または電話で伝統産
業会館（　386-7511）へ

対　象
〇ひとり親家庭の親またはその
こども（独身30歳まで）
〇寡婦・離婚前の方
と　き　4月7日㈫～5月12日
㈫（5月5日（火・祝）は休講）

・昼コース：毎週火曜日全5回
 10時～15時(昼休憩１時間あり)
・夜コース：毎週火・金曜日
 全10回18時30分～20時30分
ところ　三重県母子・父子福
祉センター 会議室(津市桜

　視覚障がいがある方へのボ
ランティア活動を行う音訳奉仕
者を養成します。
対　象　次の全てに該当する方
・視覚障がい者の福祉に理解と
関心のある方
・7回の講習会に参加できる方
・音訳の経験がない方 
・パソコンの使用ができる方
・本講習会終了後、ボランティア
として活動意欲のある方
と　き
〇金曜日コース4月10日・24日、5月8日・
22日10時～12時、13時～15時
　（最終日は10時～12時のみ）
〇土曜日コース4月11日・25日、5月9日・
23日10時～12時、13時～15時

　（最終日は10時～12時のみ）
ところ　三重県視覚障害者支援
センター 大研修室（津市桜橋
2-131 三重県社会福祉会館1階）
定　員　各25人程度
受講料　無料（別途テキスト
代：1,320円）
申込み　3月31日㈫まで(必着)
に、申込書類を郵送、ファクス
または電子メールで三重県視
覚障害者支援センター

　（　059-213-7300　059-228-
　8425　center@mieten.jp
　　https://mieten.jp）へ。
※申込書類は同センターまたはウ
ェブサイトで入手できます。

と　き　3月25日㈬～27日㈮
　10時～16時（最終日は15時まで）
ところ　市役所本館1階　
　市民ギャラリー

催し物
伊勢型紙教室作品展と

生徒募集
商業観光政策課　382-9016 　382-0304

三重県母子・
父子福祉センター
ウェブサイト

ひとり親家庭のための
パソコン入門講習

こども政策課　382-7661 　382-9054

健康福祉政策課　382-9012 　382-7607

市民向け成年後見講座 

音訳奉仕者養成講習会
障がい福祉課　382-7626　 382-7607

三重県視覚障害
者支援センター
ウェブサイト

申込み
フォーム

佐佐木信綱顕彰会　ギャラリー展
文化財課　382-9031　 382-9071
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　連句・詩・小説評論）
と　き　21日㈯9時～17時、
22日㈰9時～16時

ところ　美術工芸室
〇生活文化部門（いけばな展）
と　き　21日㈯10時～16時、
22日㈰10時～16時
ところ　第1・第2・第3研修室
〇生活文化部門（お茶会）
と　き　22日㈰9時30分～
15時（受付14時30分終了）
ところ　茶室（庸軒流）、和室
（皇風煎茶禮式鈴風会）
参加料　茶席券（一席800円）
◆舞台発表
ところ　けやきホール
〇演劇舞踊部門：日本舞踊
と　き　21日㈯開演11時(開
場10時30分)
〇音楽部門：コンサート「春風
によせて」
と　き　22日㈰開演13時30
分～16時(開場13時)
内　容　第1部：声楽、第2部：
かるがもブラスアンサンブル

内　容　佐佐木信綱顕彰歌
会に寄せられた短歌の中か
ら、入選作品を展示します。
問合せ　佐佐木信綱顕彰会ウェブ
　サイト（　http://nobutsuna-
　karuta.org/）で

と　き　3月28日㈯10時30
分～12時（開場10時）
ところ　鈴鹿医療科学大学千代
崎キャンパス B 講義棟 3513教室
（岸岡町 1001-1、駐車場完備）
内　容　日々の生活や余暇活
動を無理なく続けるために、
疲れを残さない体づくりと自
己管理のポイントを、理学療
法士の視点から分かりやすく
紹介します。
※簡単な運動をする予定です。動き
やすい服装でお越しください。
講　師　中俣孝昭さん（保健

　衛生学部リハビリテーション
学科 准教授）
定　員　100人程度
参加料　無料
主催・問合せ　鈴鹿医療科
学大学 保健衛生学部リハビ
　リテーション学科
　(中俣　383-8991）

　市内で文化活動を行う団体や
個人の活動の成果を発表します。
と　き　3月21日㈯・22日㈰
ところ　ハヤシユナイテッド
文化ホール鈴鹿（文化会館）
入場料　無料
問合せ　鈴鹿市芸術文化協
会事務局(　383-2400)
◆展示など
〇美術部門（日本画・洋画・彫
刻・美術工芸・写真・書道）
と　き　21日㈯9時～17時、
22日㈰9時～16時
ところ　さつきプラザ
〇文学部門（短歌・川柳・俳句・

　近年、刑法犯罪の認知件数は減少傾向にある
一方で、検挙者に占める再犯者の割合は約半数
で推移しており、犯罪や非行の繰り返しを防ぐ取り
組みの重要性が高まっています。
　犯罪や非行をした人たちが再び罪を犯してしま
う背景には、矯正施設を出所した後、住む場所が
ない、働く場所がないといった生活基盤の不安定
さや、罪を犯した人に対する偏見や差別により、相
談相手がなく地域で孤立してしまうといった生き
づらさがあるといわれています。
　犯罪や非行から立ち直ろうとする人たちが、地
域社会の一員として安定した社会生活を営むた
めには、本人の強い更生意欲だけでなく、家族、職

場、地域社会の理解と協力が不可欠であるととも
に、これらの人に対する偏見をなくし差別意識を
解消することが大切です。
　国では、毎年7月を再犯防止啓発月間と定め、
全国的に啓発活動を実施しています。鈴鹿市にお
いても、鈴鹿市保護司会をはじめとした関係団体
と連携しながら、再犯防止啓発月間に合わせて
「社会を明るくする運動」を実施し、犯罪や非行の
防止と、罪を犯した人たちの更生について理解を
深めるための啓発活動を推進しています。
　犯罪や非行のない、安全で安心な社会を実現
するため今何が求められているのか、そして、自分
には何ができるのか、皆さんで考えてみませんか。

健康福祉政策課
人 権 政 策 課

更生保護と人権 
382-9012　 382-7607　 kenkofukushiseisaku＠city.suzuka.lg.jp 
382-9011　 382-2214　 jinkenseisaku@city.suzuka.lg.jp

第33回鈴鹿市芸術
文化協会祭

文化振興課　382-7619　 382-9071

鈴鹿医療科学大学
市民公開講座

「余暇を長く楽しむため
の普段からの体づくりと
疲労・回復の管理」

地域医療推進課　382-9291　 384-5670

なか  また  たか あき


